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No 1 

タイトル ゲーム要素を加えた学習成果のフィードバックが学習意欲の向上

に与える影響 

―貧困家庭の子どもに対する教育ビッグデータを活用した学習支

援― 

登壇予定者 山本 康裕・文 翔・楊 碧瑩・李 明ロ 

寺澤 孝文 

所属 教育学研究科教育科学専攻 

学術研究院教育学域（教育心理学） 

ブレイクアウトルーム

名称 

1.山本 康裕 他 

概要 本プロジェクトでは、英単語 e-learning サービス「マイクロステ

ップ・スタディ」を利用する学習者（中学生）を対象として、その

学習量に応じて木を成長させるゲーミフィケーション要素を加え

たウェブサイト（「学習の森」とよぶ）を開発し、学習成果をフィ

ードバックすることで学習者の学習意欲を向上させることを目的

とした。「学習の森」を導入した結果、「学習の森」が学習意欲向上

に影響を与えたことが明らかになった。 
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ゲ
ー

ム
要

素
を

加
え

た
学

習
成

果
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
が

学
習

意
欲

の
向

上
に

与
え

る
影

響
－

貧
困

家
庭

の
子

ど
も

に
対

す
る

教
育

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
学

習
支

援
－

さ

〇
山

本
康

裕
¹・

文
翔

¹
・
李

明
璐

¹・
楊

碧
瑩

¹・
寺

澤
孝
文
²

（
¹
教

育
学

研
究

科
・

²
学
術

研
究

院
教

育
学

域
（

教
育

心
理
学

）
）

課
題

と
目

的

方
法

「
学

習
の

森
」
の

開
発

学
習

量
に

応
じ
て

成
長

経
験

値
が

自
動

的
に

増
加

す
る

。
成

長
経

験
値

が
一

定
数

に
達

す
る

と
木

が
次

の
段

階
に

成
長

す
る

。

マ
イ

ク
ロ
ス

テ
ッ

プ
・

ス
タ

デ
ィ

か
ら
週

１
回

に
学

習
デ

ー
タ
を

取
得

P
H
P
に

よ
り

学
習

デ
ー

タ
処

理
＆

デ
ー

タ
ベ

ー
ス
に

送
信

J
a
v
a
S
c
r
i
p
t
に
よ

り
木

の
成

長
段

階
を

自
動

化
処

理

学
習

者
の

ス
マ

ホ
の

画
面

に
反

映
す

る

仮
想

専
用

サ
ー

バ
ー

（
V
P
S
）

を
構

築

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン
グ

2
0
2
0
年

8
月

～
10
月

「
学
習

の
森

」
を

開
発

し
た

。

２
D
＆

３
D
デ

ザ
イ

ン

個
人

の
木

（
２
D
）

マ
イ

ク
ロ

ス
テ
ッ

プ
・

ス
タ

デ
ィ

の
学

習
量

に
応

じ
て

成
長

す
る

木
を

、
種

か
ら

樹
木

ま
で

の
１

０
段

階
に

設
定

し
て

デ
ザ

イ
ン

し
た

。

み
ん

な
の

森
（
３

D
）

個
人

の
木

と
同
じ

く
１

０
段

階
の

木
の

３
D
デ

ザ
イ

ン
を

作
成

。
対

象
者

全
員

で
木

を
集

め
、

森
を

作
成

し
て

い
く

。

成
長

経
験

値

成
長

経
歴

木
が

次
の

段
階
に

成
長

し
た

日
付

を
自

動
的

に
記
録

す
る

。
学

習
者

は
今

ま
で

の
成
長

記
録

を
明

確
に

把
握

す
る

こ
と
が

で
き

る
。

課
題

現
在

，
経

済
格
差

に
よ

る
教

育
格

差
拡

大
が

深
刻

な
問

題
と

し
て

取
り
上

げ
ら

れ
て

い
る

。
貧

困
家

庭
の

子
ど

も
た

ち
は

他
の
子

ど
も

た
ち

に
比

べ
て

，
学

校
外

教
育

を
受

け
る

こ
と
が

難
し

い
た

め
，

学
力

格
差

が
生

じ
て

い
る

と
考

え
ら
れ

る
。

さ
ら

に
そ

の
よ

う
な

子
ど

も
た

ち
は

「
勉

強
が
で

き
な

い
」

経
験

を
積

み
重

ね
る

こ
と

で
，

学
習

意
欲
の

低
下
が
深

刻
化

し
て
い

る
と
考

え
ら

れ
る

。

⇒
 
学

習
支

援
が

必
要
で

あ
る

【
マ

イ
ク

ロ
ス
テ

ッ
プ

・
ス

タ
デ

ィ
】

教
育

ビ
ッ

グ
デ
ー

タ
を

活
用

し
た

e
-l
e
a
rn
in

g
サ

ー
ビ

ス
で

あ
り

，
日

々
の

わ
ず

か
な

学
習

の
積

み
重

ね
の

効
果
を

可
視

化
し

，
学

習
者

一
人

一
人

に
フ

ィ
ー

ド
バ
ッ

ク
し

，
意

欲
を

高
め

る
こ

と
が

可
能

成
長

段
階

の
例

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ
ク

に
学

習
量

を
反

映
さ

せ
る

ゲ
ー

ム
要

素
を

加
え
る

こ
と

で
，

よ
り

意
欲

的
に

学
習

に
取

り
組

め
る
よ

う
に

な
る

と
考

え
ら

れ
る

+

本
研

究
の

目
的

岡
山

大
学

教
育
学

研
究

科
・

教
育

科
学
専

攻
の
授

業
の

一
つ

で
あ

る
P
BL
(
P
r
o
j
e
ct
 
B
a
s
e
d
 L
e
a
r
n
i
n
g)
に

て
，

大
学

院
生

７
名
で

チ
ー

ム
を

組
み

，
マ

イ
ク

ロ
ス

テ
ッ

プ
・

ス
タ

デ
ィ
の

学
習

量
に

応
じ

て
木

を
育

て
る

ゲ
ー

ム
「

学
習

の
森
」

を
開

発
し

，
貧

困
家
庭

の
子
ど

も
た

ち
に

対
し

て
マ
イ

ク
ロ

ス
テ

ッ
プ

・
ス

タ
デ

ィ
と

「
学

習
の

森
」

に
よ
っ

て
学

習
支

援
を

行
い

，
子

ど
も

た
ち

の
学

力
及

び
学
習

意
欲

を
向

上
さ

せ
る
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方
法

学
習

意
欲

の
調
査

結
果

マ
イ

ク
ロ

ス
テ
ッ

プ
・

ス
タ

デ
ィ

導
入

開
始

（
1
0月

2
9
日

）
第

１
回

目
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
1
1
月

1
0
日

）
「

学
習

の
森

」
（

1
2
月

1
0
日

）

第
２

回
目

ア
ン
ケ

ー
ト

調
査

（
20
2
1
年

1
月

14
日

）
公

設
塾

へ
訪

問
・

調
査

（
2
0
2
0
年

9
月

2日
）

ま
と

め

本
研

究
で

は
，

貧
困

家
庭

の
子

ど
も

た
ち

に
対

し
て

マ
イ
ク

ロ
ス

テ
ッ

プ
・

ス
タ
デ

ィ
と

そ
の

学
習

量
を

反
映

さ
せ
る

ゲ
ー

ム
要

素
「

学
習
の

森
」

を
加

え
た

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
に

よ
っ

て
貧

困
家

庭
の

子
ど

も
た
ち

に
対

し
て

学
習

支
援
を

行
っ

た
。

右
グ

ラ
フ

は
公

設
塾
の

生
徒

の
う

ち
，

特
に
学

習
量

が
多

か
っ
た

子
ど
も

の
成

績
を

表
し

て
い

る
。

初
め

は
成

績
が
低
く

て
も
，

学
習
を

積
み
重

ね
て

い
く
こ

と
に
よ

っ
て
成
績

が
上

昇
し

て
い

る
こ
と
が

分
か

る
。

ま
た

学
習

意
欲

の
調

査
か

ら
も

，
２

か
月

と
い

う
短

期
間
で

の
学

習
支

援
で

あ
っ
た

に
も

関
わ

ら
ず

，
学

習
意

欲
が
向

上
し

た
こ

と
が

明
ら
か

と
な

っ
た

。

ア
ン

ケ
ー
ト

質
問

用
紙

：
「

学
習

の
森

」
の

導
入

前
後

の
学

習
意

欲
の

変
化

を
測

定
す
る

た
め

、
学

芸
大

式
学

習
意

欲
検

査
（

簡
易

版
）

（
下

山
・

林
ら

，
1
98
3
）

と
特

性
的

自
己

効
力

感
尺
度

の
検

討
（

成
田

ら
，

1
9
9
5
）
を

参
考

に
し
て

、
3
1
項

目
の

質
問

用
紙
を

作
成

し
た

。

調
査

対
象

：
中

学
生
1
0人

（
１

年
生

か
ら

３
年

生
ま

で
）

◎
「

学
習

の
森
」

を
加

え
た

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
（

F
B
）

に
よ
っ

て
学

習
意

欲
が

上
昇

し
た

と
い

え
る

か
を

統
計

的
に

検
討

し
た

（
右

図
）
。

↓
達

成
志

向
の
尺

度
得

点
が

F
B
に

よ
っ

て
上

昇
し

た
と

捉
え
る

こ
と

が
で

き
る

⇒
 
2
か

月
と

い
う

短
期

間
で

あ
る

に
も

関
わ

ら
ず

，
「

学
習
の

森
」

を
加

え
た

F
B

が
学

習
意
欲

の
向

上
に

対
し

て
効

果
を

持
つ

こ
と

が
明

ら
か
と

な
っ

た

■
実

際
の

子
ど
も

た
ち

の
声

（
一

部
）

・
中

々
時

間
が
取

れ
ま

せ
ん

が
，

楽
し

く
学

習
で

き
る

教
材
だ

と
思

い
ま

す
・

森
が

増
え

る
の

が
楽

し
か

っ
た

・
成

果
が

目
に
見

え
る
形
で
表

現
さ
れ

て
い

て
，

わ
か

り
や
す

い

達
成

志
向

尺
度

得
点

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
前

：
10

.8
0

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
後

：
13

:4
0+2

.6
点

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
が

達
成

志
向

尺
度

得
点

の
上

昇
さ

せ
た

質
問

項
目
（

達
成
志

向
下
位

尺
度
項

目
）

信
用

区
間

[0
.4

0,
 4.

74
]

◎
支

援
の

対
象
と

な
っ

た
公

設
塾

と
は

：
放

課
後

や
土

曜
日

、
長

期
休

業
中

に
公

民
館

や
学

校
の

教
室
を

利
用

し
て

、
貧

困
家

庭
の

子
ど

も
を
対

象
に

授
業

で
学

習
し

た
こ

と
の

復
習

や
振
り

返
り

な
ど

を
行

う
公

設
塾

で
あ

る
。

◎
具

体
的

に
は
：

チ
ー

ム
全

員
で
現

場
を

訪
れ

，
職

員
の

方
々

と
の

ミ
ー

テ
ィ
ン

グ
を

通
じ

て
現

場
の

状
況

を
把

握
し
，

実
際

に
塾

に
通

っ
て

い
る

子
ど

も
た

ち
と
接

す
る

中
で

，
ど

の
よ

う
な
学

習
支

援
が

必
要

で
あ

る
の

か
を

調
査

し
た

。
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No 2 

タイトル 学習管理システム・Microsoft365 を用いた相互評価の実践とその

効果 

登壇予定者 百田 龍輔 

所属 学術研究院医歯薬学域（医）人体構成学 

ブレイクアウトルーム

名称 

2.百田 龍輔 

概要 論文の査読や研究費の申請など、相互評価は学術活動の基盤的役

目を果たしている。にもかかわらず、現在の日本の大学教育にお

いて、学生は相互評価を行なう機会は 

あまりない。本発表では、Moodle などの学習管理システムや

Microsoft365 を活用した講義における相互評価の実践例を紹介す

るとともに、その効果について考察する。 
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目
的

 
R

ub
ric

を
用

い
た

学
生

間
相

互
評

価
を

講
義

で
行

う
こ

と
で

、
自

身
が

到
達

目
標

を
意

識
し

、
学

生
間

相
互

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
通

じ
て

、
客

観
的

に
自

ら
の

到
達

度
を

振
り

返
り

、
改

善
に

つ
な

が
る

学

習
を

提
供

し
た

い
。

背
景

 
論

文
の

査
読

や
研

究
費

の
申

請
な

ど
、

相
互

評
価

は
学

術
活

動
の

基
盤

的
役

目
を

果
た

し
て

い
る

に
も

関
わ

ら
ず

、
日

本
の

大
学

教
育

に
お

い
て

、
相

互
評

価
を

行
な

う
機

会
は

あ
ま

り
な

い
。

一
つ

の
理

由

と
し

て
、

集
計

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

に
伴

う
教

員
の

作
業

が
煩

雑
に

な
る

こ
と

が
挙

げ
ら

れ
る

。

近
年

、
大

学
の

IC
T環

境
の

整
備

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

な
ど

の
個

人
端

末
の

普
及

に
伴

い
、

普
段

の
講

義
で

相
互

評
価

活
動

を
行

う
こ

と
が

可
能

と
な

っ
た

。

問
題

 
多

く
の

大
学

で
利

用
さ

れ
て

い
る

M
oo

dl
e等

の
学

習
管

理
シ

ス
テ

ム
や

M
ic

ro
so

ft3
65

を
活

用
し

、
講

義
で

ど
の

よ
う

な
相

互
評

価
が

可
能

だ
ろ

う
か

？

こ
こ

で
は

、

（
１

）
学

習
管

理
シ

ス
テ

ム
を

用
い

た
提

出
課

題
の

相
互

評
価

（
２

）
グ

ル
ー

プ
学

習
発

表
で

の
相

互
評

価
の

実
践

例
を

紹
介

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
効

果
と

問
題

点

に
つ

い
て

考
察

す
る

。

学
習

管
理

シ
ス

テ
ム

・
M

ic
ro

so
ft3

65
を

用
い

た
 

相
互

評
価

の
実

践
と

そ
の

効
果

百
田

龍
輔

＠
人

体
構

成
学

・
医

歯
薬

学
域

（
医

）

方
法

・
手

法
・

工
夫

 
（

１
）

提
出

課
題

の
相

互
評

価

実
施

当
時

、
運

用
し

て
い

た
学

習
管

理
シ

ス
テ

ム
W

eb
C

la
ss

の
相

互
評

価
機

能
を

用
い

た
。

現
在

、

岡
山

大
学

で
稼

働
中

の
M

oo
dl

eに
も

同
様

の
W

or
kS

ho
p機

能
が

あ
る

。

提
出

課
題

：
１

）
２

）
の

概
略

図
を

描
い

て
、

写
真

や
ス

キ
ャ

ナ
ー

を
用

い
て

取
り

込
み

ア
ッ

プ
ロ

ー
ド

し
て

提
出

し
て

く
だ

さ
い

。

<-
---

---
指

示
線

は
こ

の
よ

う
に

矢
印

を
用

い
て

く
だ

さ
い

。

１
）

以
下

の
語

句
を

用
い

て
心

臓
を

描
い

て
く

だ
さ

い
。

・
心

膜
・

心
膜

腔
・

心
室

・
心

室
中

隔
・

心
房

・
心

房
中

隔
・

冠
状

動
脈

・
大

動
脈

弁
・

肺
動

脈
弁

・
三

尖
弁

・
僧

帽
弁

・
乳

頭
筋

・
腱

索
・

心
内

膜
・

心
筋

層
・

心
外

膜
・

洞
房

結
節

　
・

房
室

結
節

　
・

房
室

束
　

・
プ

ル
キ

ン
エ

線
維

２
）

以
下

の
語

句
を

用
い

て
動

脈
系

の
概

略
図

（
P.

10
5,

 1
18

な
ど

を
参

考
に

し
て

）
を

描
い

て
く

だ
さ

い
。

・
大

動
脈

・
肺

動
脈

・
肺

静
脈

・
上

行
大

動
脈

・
大

動
脈

弓
・

下
行

大
動

脈
・

胸
大

動
脈

・
腹

大
動

脈
・

腕
頭

動
脈

・
総

頚
動

脈
・

内
頚

動
脈

・
外

頚
動

脈
・

鎖
骨

下
動

脈
・

上
腕

動
脈

・
橈

骨
動

脈
・

肋
間

動
脈

・
腹

腔
動

脈
・

上
腸

間
膜

動
脈

・
下

腸
間

膜
動

脈
・

総
腸

骨
動

脈
　

・
大

腿
動

脈

相
互

評
価

：

項
目

数
と

構
造

物
の

大
小

・
位

置
関

係
が

正
確

に
表

現
さ

れ
て

い
る

か
に

つ
い

て
、

以
下

の
評

価
表

を
用

い
て

学
生

1人
当

た
り

そ
れ

ぞ
れ

5人
分

の
評

価
を

行
っ

た
。

相
互

評
価

に
よ

る
効

果
を

見
る

た
め

に
、

相
互

評
価

課
題

を
行

な
っ

て
い

な
か

っ
た

前
年

度
の

学
生

の
成

績
と

同
様

の
問

題
（

図
）

を
用

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

得
点

に
つ

い
て

独
立

２
群

t検
定

を
行

な
っ

た
。

解
析

に
は

R
 s

ta
t m

od
ul

e、
グ

ラ
フ

描
画

に
は

gg
pl

ot
2を

用
い

た
。

Pe
er

 re
vi

ew
 w

ith
 L

M
S/

M
S3

65
: R

yu
su

ke
 M

om
ot

a
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（
２

）
グ

ル
ー

プ
学

習
発

表
で

の
相

互
評

価

右
下

の
R

ub
ric

を
も

と
に

M
ic

ro
so

ft3
65

の
Fo

rm
sで

評
価

表
を

作
成

し
た

（
Q

R
コ

ー
ド

）
。

約
11

0名
（

学
生

10
0、

教
員

10
）

の
評

価
者

が
発

表
後

に
一

斉
に

グ
ル

ー
プ

毎
の

評
価

を
行

な
っ

た
。

Fo
rm

sの
設

定
は

記
名

式
と

し
、

複
数

回
投

票
可

能
で

あ
る

が
、

最
後

の
投

票
を

有
効

と
し

た
。

ま
た

学
生

と
教

員
の

評
点

の
分

布
を

Py
th

on
の

グ
ラ

フ
Li

br
ar

yの
Se

ab
or

nを
用

い
て

描
出

し
た

。

結
論

 
（

１
）

提
出

さ
れ

た
課

題
の

例
と

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク

相
互

評
価

で
高

評
価

の
例

と
間

違
い

を
指

摘
す

る
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

の
例

を
右

に
示

す
。

小
テ

ス
ト

に
よ

る
点

数
の

比
較

相
互

評
価

：
平

均
 +

/-
 標

準
偏

差

相
互

評
価

無
し

（
左

）
：

6.
42

 +
/-

 2
.2

0

相
互

評
価

有
り

（
右

）
：

7.
18

 +
/-

 2
.2

5

(p
 =

 0
.0

03
6 

< 
0.

05
)

（
２

）
グ

ル
ー

プ
学

習
発

表
で

の
相

互
評

価

学
生

に
よ

る
評

価
は

高
得

点
側

に
集

中
し

て
い

る
の

に
対

し
て

、
教

員
に

よ
る

評
価

は
低

い
側

に
ピ

ー

ク
が

シ
フ

ト
し

て
お

り
、

学
生

の
評

価
に

比
べ

て
厳

し
い

こ
と

が
わ

か
る

。

ま
と

め
 

（
１

）
同

等
の

難
易

度
の

知
識

を
問

う
問

題
に

つ
い

て
、

相
互

評
価

を
行

な
っ

た
群

の
点

数
が

有
意

に

良
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
相

互
評

価
活

動
は

知
識

定
着

に
効

果
が

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

客
観

的
に

自

他
の

提
出

物
を

み
て

学
び

、
評

価
し

、
他

者
に

よ
る

評
価

を
受

け
入

れ
る

こ
と

で
自

身
の

学
習

を
振

り

返
り

改
善

す
る

機
会

と
な

っ
た

も
の

と
考

え
る

。

（
２

）
学

生
の

評
価

が
高

得
点

側
に

集
中

す
る

事
に

つ
い

て
、

「
手

っ
取

り
早

く
入

力
し

て
小

テ
ス

ト

問
題

に
備

え
た

い
」

と
い

う
理

由
が

考
え

ら
れ

る
。

評
価

の
た

め
の

時
間

を
十

分
に

取
る

、
真

面
目

に

評
価

に
取

り
組

む
事

へ
の

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
を

与
え

る
な

ど
の

対
策

が
必

要
か

も
し

れ
な

い
。

Pe
er

 re
vi

ew
 w

ith
 L

M
S/

M
S3

65
: R

yu
su

ke
 M

om
ot

a

グ
ル

ー
プ

発
表

評
価

R
ub

ric
と

Fo
rm

の
Q

R
コ

ー
ド

　
グ

ル
ー

プ
評

価
（

青
：

教
員

　
橙

：
学

生
）

高
評

価
の

例
（

→
）

間
違

い
指

摘
の

例

（
↓

）

小
テ

ス
ト

問
題

相
互

評
価

前
に

用
い

た
も

の
（

左
）

相
互

評
価

後
に

用
い

た
も

の
（

右
）
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No 3 

タイトル Interactive Online Videos Using Flipgrid 

登壇予定者 Neil Cowie 

所属 全学教育・学生支援機構 基幹教育センター 

ブレイクアウトルーム

名称 

3. Neil Cowie 

概要 As a result of the move to online teaching in 2020, 

alternative ways for students to present their ideas and 

practice communication have emerged. These have the 

potential to make students more engaged and active than in 

a face-to-face context. One of these is the Flipgrid video 

application. Flipgrid works in the following way: a teacher 

sets up a task on the Flipgrid dashboard and shares a link 

with students. Using their digital devices students then 

make a video with Flipgrid’s easy-to-use editing tools. 

Once a student has uploaded their video other students can 

give feedback through written comments or by making a short 

video response in return. This can create a positive 

feedback loop in which students can actively respond to each 

other’s videos. The teacher can also give feedback by email 

or a video response. In addition, both the teacher and 

students can access an AI generated script of each video 

which also has a basic parts of speech language analysis 

function. In sum, the functions of Flipgrid encourage 

students to independently practice their communication 

skills and learn actively with their teacher and classmates. 
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No 4 

タイトル Student-to-Student Learning in a Model UN Class 

登壇予定者 Naomi Fujishima 

所属 全学教育・学生支援機構 基幹教育センター 

ブレイクアウトルーム

名称 

4.Naomi Fujishima 

概要 The Model United Nations (MUN) Course [上級英語] is offered 

each year in Terms 1 and 3. The goal of this course is to 

prepare students for participation in a Model UN conference 

held in Japan. Before the pandemic, the conferences were 

held face-to-face, but for the past two years, they have 

been conducted online. It is a challenging course as 

students learn about MUN procedures and concepts by 

representing a country and joining meetings with students 

from other universities. The teacher acts as a guide as 

students do research and collaborate using multiple 

platforms such as Moodle, Google Docs, SNS, and Zoom.  This 

poster presentation will introduce the MUN course and JUEMUN 

2021 conference. Student reflections will also be shared 

along with implications for teaching and learning. 
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No 5 

タイトル オンライン・フィールドワーク型の授業実践 

登壇予定者 吉川 幸 

所属 全学教育・学生支援機構 基幹教育センター 

ブレイクアウトルーム

名称 

5.吉川 幸 

概要 実践型社会連携科目では、地域に学生が出向き社会課題に向き合

う姿勢づくりと経験学習を重視しているが、コロナ禍でフィール

ドに出向くことが困難になり、代替手段として同期型オンライン

授業を実施している。本報告では、岡山県井原市との教育実践に

おける教員と地域コーディネーターの役割分担、学生の当事者性

の育み方について、同期型オンライン授業での工夫等を通じて報

告する。 
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No 6 

タイトル 全学日本語コースにおけるチームティーチングの意義と課題 

登壇予定者 内丸 裕佳子・守谷 智美・末繁 美和・長野 真澄 

所属 全学教育・学生支援機構 基幹教育センター 

ブレイクアウトルーム

名称 

6.内丸裕佳子 他 

概要 チームティーチング（TT）とは、複数の教師がチームを組んで、授

業の計画・実施・評価を協力的に行うことである。岡山大学の「全

学日本語コース」では、四技能を総合的に学ぶレベル別の「総合ク

ラス」で TT が採用されており、複数の教師が連携しながら各クラ

ス週 4 回の授業を展開している。本発表では、この取り組みにつ

いて紹介し、より良い TT 体制の構築が円滑なコース運営と学習者

主体の学びにつながることを示す。 
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No 7 

タイトル Linking PBL to Community Needs 

登壇予定者 Aubra Bulin 

所属 全学教育・学生支援機構 高等教育開発推進センター 

ブレイクアウトルーム

名称 

7. Aubra Bulin 

概要 Project-based learning (PBL) has become more widespread 

producing interesting learning outcomes. Additionally, 

connection to real issues supports student motivation and 

the university mission of education forSDGs. In this session 

faculty can look at a specific class example of applying 

PBL methods to coursework as students worked together to 

help local businesses. 
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o
rl

d

p
ro

b
le

m
s 

a
re

 u
se

d

a
s 

th
e

 v
e

h
ic

le
 t

o

p
ro

m
o

te
 s

tu
d

e
n
t

le
a

rn
in

g
 o

f

c
o

n
c
e

p
ts

 a
n
d

p
ri

n
c
ip

le
s 

a
s

o
p

p
o

se
d

 t
o

 d
ir

e
c
t

p
re

se
n
ta

ti
o

n
 o

f

fa
c
ts

 a
n
d

 c
o

n
c
e

p
ts

.

D
e

v
e

lo
p

m
e

n
t 

o
f 

e
m

p
a

th
y
, 

Id
e

n
ti

fi
c
a

ti
o

n
 o

f 
p

u
rp

o
se

 f
o

r 
le

a
rn

in
g

, 
a

n
d

A
u
th

e
n
ti

c
 a

n
d

 d
e

e
p

 l
e

a
rn

in
g

 a
c
ro

ss
 g

ra
d

e

le
v
e

ls
. 

W
H

Y
 "

P
B

L
"

R
e

se
a

rc
h
 i
n
d

ic
a

te
s 

th
a

t 
th

e
 u

se
 o

f 
P
B

L 
c
a

n

im
p

ro
v
e

 o
u
tc

o
m

e
s 

su
c
h
 a

s:
 

T
h
e

 m
e

th
o

d
 i
s 

p
a

rt
ic

u
la

rl
y
 e

ff
e

c
ti

v
e

 w
h
e

n
 p

a
ir

e
d

w
it

h
 c

o
m

m
u
n
it

y
 o

u
tr

e
a

c
h
 o

r 
S
D

G
s 

c
o

n
te

n
t.

C
e

n
te

r 
fo

r 
T
e

a
c
h
in

g
 E

x
c
e

ll
e

n
c
e

A
u
b

ra
 V

. 
B

u
li
n
, 
E
d

.D
.

H
O

W
 T

O
 U

S
E
 P

B
L

U
se

 a
n

 a
d

d
it

io
n

a
l 
fr

a
m

e
w

o
rk

 l
ik

e

D
e

si
g

n
 T

h
in

k
in

g
 t

o
 e

n
c
o

u
ra

g
e

st
u
d

e
n
t 

in
n
o

v
a

ti
o

n
 a

s 
th

e
y
 s

o
lv

e

p
ro

b
le

m
s 

a
n

d
 c

o
m

p
le

te
 t

h
e
ir

 p
ro

je
c
t.

T
h
ro

u
g

h
o

u
t 

th
e

 t
e

rm
,

p
ro

v
id

e
 i
n
st

ru
c
ti

o
n
s,

in
fo

rm
a

ti
o

n
, 
a

n
d

g
u
id

a
n
c
e

 a
s 

th
e

y

e
x
p

lo
re

 s
o

lu
ti

o
n
s 

to

th
e

 p
ro

b
le

m
. 

S
ta

rt
 w

it
h
 a

n

o
v
e

ra
rc

h
in

g
 p

ro
b

le
m

fo
r 

th
e

 s
tu

d
e

n
ts

 t
o

so
lv

e
.

S
tu

d
e

n
ts

 l
e

a
rn

 t
h
e

n
e

c
e

ss
a

ry
 c

o
n
te

n
t 

th
ro

u
g

h

m
in

im
a

l 
g

u
id

a
n
c

e
 b

e
c

a
u
se

th
e

y
 d

o
 t

h
e

ir
 o

w
n
 w

o
rk

a
n
d

 a
p

p
ly

 w
h
a

t 
th

e
y
 h

a
v
e

le
a

rn
e

d
 r

ig
h
t 

a
w

a
y
 i

n
 a

u
se

fu
l 
c

o
n
te

x
t.

  

S
tu

d
e

n
ts

 w
e

re
 r

e
q

u
ir

e
d

 t
o

 w
o

rk
 i
n

g
ro

u
p

s 
w

it
h
 a

 b
u
si

n
e

ss
 i
n
 t

h
e

c
o

m
m

u
n
it

y
 w

h
ic

h
 p

ro
v
id

e
d

 f
o

r 
th

e

im
m

e
d

ia
te

 a
p

p
li
c
a

ti
o

n
 o

f 
th

e
ir

p
ro

b
le

m
-s

o
lv

in
g

, 
te

a
m

 b
u
il
d

in
g

,

a
n
d

 c
o

m
m

u
n
ic

a
ti

o
n
 s

k
il
ls

.
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P
R

O
B

LE
M

: 

Lo
c
a

l 
b

u
si

n
e

ss
e

s 
a

re
 s

u
ff

e
ri

n
g

 f
in

a
n
c
ia

ll
y
 b

e
c
a

u
se

 o
f

th
e

 c
o

ro
n
a

vi
ru

s 
p

a
n
d

e
m

ic
.

 

C
LA

S
S
 G

O
A

L:

S
tr

e
n
g

th
e

n
 t

h
e

 r
e

la
ti

o
n
sh

ip
 b

e
tw

e
e

n
 t

h
e

 c
o

m
m

u
n
it

y

a
n
d

 t
h
e

 u
n
iv

e
rs

it
y
 a

n
d

 c
o

n
n
e

c
t 

lo
c
a

l 
b

u
si

n
e

ss
e

s 
to

 a

w
id

e
r 

ra
n
g

e
 o

f 
c
u
st

o
m

e
rs

.

S
tu

d
e

n
ts

 w
e

re
 a

sk
e

d
 t

o
 f

o
rm

 t
e

a
m

s 
a

n
d

 f
in

d
 a

c
o

m
m

u
n
it

y
 b

u
si

n
e

ss
 t

h
a

t 
w

o
u
ld

 p
a

rt
n
e

r 
w

it
h
 t

h
e

m
 t

o

c
re

a
te

 m
u
lt

il
in

g
u
a

l 
m

a
rk

e
ti

n
g

 m
a

te
ri

a
ls

. 

  

Le
ss

o
n
 1

  
 B

a
si

c
s 

o
f 

M
a

rk
e

ti
n
g

Le
ss

o
n
 2

  
W

o
rk

in
g

 w
it

h
 y

o
u
r 

 O
rg

a
n
iz

a
ti

o
n

Le
ss

o
n
 3

  
O

rg
a

n
iz

a
ti

o
n
a

l 
P
ro

fi
le

 a
n
d

 G
o

a
ls

Le
ss

o
n
 4

  
M

a
rk

e
t 

A
n
a

ly
si

s

Le
ss

o
n
 5

  
Id

e
n
ti

fy
 P

ro
b

le
m

s 
a

n
d

 S
o

lu
ti

o
n
s

Le
ss

o
n
 6

  
M

a
rk

e
ti

n
g

 C
o

n
c
e

p
t 

Le
ss

o
n
 7

  
M

a
rk

e
ti

n
g

 M
a

te
ri

a
ls

Le
ss

o
n
 8

  
M

a
rk

e
ti

n
g

 P
it

c
h

E
X

A
M

P
LE

 C
LA

S
S

M
U

LT
IL

IN
G

U
A

L 
M

A
R

K
E
T
IN

G
 A

N
D

 C
O

M
M

U
N

IT
Y

 C
O

N
N

E
C

T
IO

N

S
T
E
P

 1
: 
In

tr
o

d
u

c
ti

o
n

 a
n

d
 G

u
id

e
li

n
e
s
 f

o
r 

th
e
 P

ro
je

c
t

S
T
E
P

 2
: 
C

o
ll

a
b

o
ra

ti
o

n
 w

it
h

 t
e
a
m

 a
n

d
 c

o
m

m
u

n
it

y
 t

o

c
o

ll
e
c
t 

p
ra

c
ti

c
a
l 
 i
n

fo
rm

a
ti

o
n

 a
n

d
 b

ra
in

s
to

rm
 s

o
lu

ti
o

n
s
 t

o

p
ro

b
le

m
s
.

S
T
E
P

 3
: 
C

re
a
ti

o
n

 o
f 

p
ro

to
ty

p
e
 m

a
te

ri
a
ls

. 

S
T
E
P

 4
: 
P

re
s
e
n

ta
ti

o
n

 o
f 

a
ll

 w
o

rk
 c

o
m

p
le

te
d

, 
e
x
p

la
n

a
ti

o
n

o
f 

id
e
a
s
, 
a
n

d
 r

e
fl

e
c
ti

o
n

 o
n

 l
e
a
rn

in
g
.

S
tu

d
e
n

ts
 c

re
a
te

d
 n

a
m

e
s
 a

n
d

 l
o

g
o

s
 f

o
r

th
e
ir

 t
e
a

m
s 

li
k

e
 m

a
rk

e
ti

n
g
 c

o
m

p
a

n
ie

s.
 

  
  
  
E
a
c
h

 g
ro

u
p

 p
re

se
n

te
d

 w
e
e
k

ly
 t

o

sh
o

w
c
a
s
e
 t

h
e
ir

 o
n

g
o

in
g
 w

o
rk

. 
S
o

m
e

st
u

d
e
n

ts
 h

a
v
e
 c

o
n

ti
n

u
e
d

 w
o

rk
in

g
 w

it
h

th
e
ir

 c
o

m
m

u
n

it
y
 b

u
si

n
e
ss

. 
 

T
h

e
 n

u
m

b
e
r 

o
f 

b
u

si
n

e
ss

e
s 

h
e
lp

e
d

P
B

L
 P

ro
c
e

s
s
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No 8 

タイトル Google Chrome 拡張機能 Language Reactor (旧 Language 

Learning with Netflix)を活用した日本語授業例 

登壇予定者 秋田 節子 

所属 全学教育・学生支援機構 基幹教育センター 

ブレイクアウトルーム

名称 

8.秋田 節子 

概要 授業のオンライン化を経て、授業形態に依存する学習ではなく、

セルフラーニングを基本とした自律型学習を確立するための授業

設計を目指す。また学習者にとって最も関心が高かった「その場

で日本人が考えながら話した」生の言語活動を題材として取り上

げることで、授業の外での日本語使用を促すための橋渡しとなる

ことを目標として、Netflix を活用した授業を提案する。 
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全
学
教
育
・
学
生
支
援
機
構

基
幹

教
育
セ
ン
タ
ー

秋
田

節
子

背
景

①
日

本
語

授
業
デ

ザ
イ

ン
上
の

問
題

背
景

②
学

習
環

境
の

変
化

と
IC

T化

授
業
の

オ
ン

ラ
イ

ン
化

多
様
な

授
業

形
態

提
供

の
必

要
性

動
画
配

信
事

業
の

進
展

G
oo

gl
e拡

張
機

能
の

活
用

同
期
型

授
業

の
限

界
と

オ
ン

デ
マ

ン
ド
化

目
的

個
人
の

オ
ン

ラ
イ

ン
受

講
状

況
に

対
応

で
き

る
授

業
形

態
の

確
立

自
律
的

な
言

語
学

習
を

支
え

る
た

め
の

文
脈

か
ら

判
断

・
類

推
す

る
力

を
伸

ば
す

（
学
習

で
き

た
か

ど
う

か
を

確
認

す
る

た
め

の
テ

ス
ト

で
は

な
く
）

文
脈
か

ら
判

断
・

類
推

し
た

こ
と

の
結

果
を

確
か

め
る

た
め

の
テ

ス
ト

作
り

文
脈
の

中
で

学
ぶ

た
め

に
N

et
fli

xと
G

oo
gl

e拡
張

機
能

La
ng

ua
ge

 R
ea

ct
or
を

活
用

し
た

映
画
・

ア
ニ

メ
・

ド
ラ

マ
を

活
用

し
た

授
業

の
提

案

１
．

わ
ざ
わ

ざ
文

脈
か

ら
取

り
出

し
た

単
語
や

文
型

を
導

入
す

る
た

め
に
、

再
び
単

語
や

文
型

ご
と

に
文

脈
や
例

文
を

与
え
て

教
え
る

の
は

二
度

手
間

２
．

日
常
生

活
で

は
本

来
知

ら
な

い
単
語

や
文

法
が

あ
っ
て

も
、

類
推

・
理

解
し

て
い
る

の
に

、
授

業
や

学
習

で
は

「
習

っ
て

か
ら
」

読
ん

だ
り

理
解
し

た
り

す
る

の
は

実
際

的
で
は

な
い

３
．

「
教
え

ら
れ

る
」

学
び

方
で

は
、
自

律
し

た
学

び
方

を
阻

害
す

る
の

で
は

な
い

か

通
信

状
況

国
内

外
の

時
差

通
信

機
器

の
制

限

参
考

・
田
口

真
奈

(2
02

0)
．

『
京

都
大

学
高

等
教

育
研

究
第
』

26
号

「
授

業
の

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

化
と
は

何
か

―
概

念
整
理

と
ポ

ス
ト

コ
ロ

ナ
に

お
け

る
課

題
の

検
討

―
」

・
村

上
良
文

(2
02

1.
8.

19
)．

「
読
解
に

お
け

る
教

師
の

最
後

の
役

割
」

『
む

ら
ロ

グ
日

本
語

教
師の

仕
事

術
』

ht
tp

://
m

on
go

lia
.se

es
aa

.n
et

/a
rt

icl
e/

48
30

03
36

1.
ht

m
l 

ht
tp

://
m

on
go

lia
.se

es
aa

.n
et

/a
rt

icl
e/

48
30

03
36

1.
ht

m
l

(参
照

20
21

-8
-2

7)

Go
og

le
 C

hr
om

e 
拡

張
機

能
La

ng
ua

ge
 R

ea
ct

or
 (旧

La
ng

ua
ge

 Le
ar

ni
ng

 w
ith

 N
et

fli
x)
を

活
用

し
た

日
本
語

授
業

例

問
題

点

意
味

・
接
続
形
・
例
文

文
法

意
味

・
接
続
形
・
例
文

文
法

意
味

・
接
続
形
・
例
文

意
味

・
接
続
形
・
例
文

単
語

単
語

文
脈
・

場
面

文
脈
・

場
面

文
脈
・

場
面

文
脈
・

場
面

教
え

る
べ

き
項

目
を

抽
出

リ
ス

ト
ア

ッ
プ

文
法

文
法

単
語

単
語

授
業

学
習

条
件

の
多

様
化
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課
題

G
o

o
g

le
拡
張
機
能

L
a
n
g
u
a
g
e
 R

e
a

c
to

rを
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

N
e
tf

lix
を

2
言
語
字
幕
表
示
で
視
聴
す
る

単
語
の
訳
語
表
示

２
言
語
字
幕
同
時
表
示
も
可
能

２
言
語
字
幕
を

Ex
ce
l
な
ど
の
形
式
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

👉
文
脈
全
体
を
確
認

方
法
①

方
法
②

全
て
の
学
習
者
の
関
心
が
得
ら
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
目
指
す

の
で
は
な
く
、
多
様
な
選
択
肢
の
提
供
を
目
指
す
。

ま
と
め

映
画
や
動
画
内
容
に
よ
っ
て
は
、
学
習
者
の
関
心
に
偏
り
が
あ
っ
た
り
、

関
心
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

例
：

L
G

B
T

Q
に
関
す
る
話
題
な
ど

👉
わ
か
ら
な
い
箇
所
を
す
ぐ
に
確
認
可
能他
に
テ
レ
ビ
番
組
配
信
サ
イ
ト

T
V

e
r.

jp
や

Y
o
u

T
u
b
e
な
ど
を
利
用
し
、
視
聴
す
る

ド
ラ
マ
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く

バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
な
ど

オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
リ
ソ
ー
ス
を
教
材
と
し
て

活
用
し
や
す
い

文
脈
の
中
で
判
断
・
類
推
し
た

内
容
が
正
し
い
か
ど
う
か
を

G
o

o
g

le
fo

rm
s
を
使
っ
て
試
す
。

正
解
は
即
時
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
。

個
別
の
単
語
や
文
法
の
導
入
に
追
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
学
習
者
に
と
っ
て
理
解
し
に
く
い
文
脈
や
、
辞
書
を
引
い
た
だ
け
で
は
わ
か
り
に
く
い

単
語
・
文
法
・
慣
用
表
現
や
ス
キ
ー
マ
の
違
い
な
ど
、
よ
り
重
要
な
学
習
項
目
に
集
中
す
る
こ
と
が
可
能
に
。語
彙
の
基
礎
的
な
用
法
で
あ
っ
て
も
、

文
脈
の
中
で
は
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
、

ま
た
派
生
的
な
用
法
や
使
い
手
の
独
自
の
解
釈
に
よ
る
用
法

な
ど
に
つ
い
て
も
判
断
・
類
推
す
る
機
会
を
作
り
出
す

１
文
ご
と
に
表
示
及
び
音
声
再
生

👉
自
分
の
ペ
ー
ス
で
何
度
で
も

再
生
・
リ
ピ
ー
ト
練
習

結
果

pus46vsh
テキストボックス
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No 9 

タイトル コロナ禍における岡山大学のオンライン授業の評価結果及び今後

の展望と課題 

登壇予定者 宮本 千代・白神 京香 

飯塚 誠也・籠谷 裕人 

所属 学務部学務企画課教育支援グループ 

全学教育・学生支援機構 高等教育開発推進センター 

ブレイクアウトルーム

名称 

9. 宮本 千代 他 

概要 新型コロナウイルス感染症の拡大により、半ば強制的にオンライ

ン授業を実施することとなった。これを受けてオンライン授業に

焦点を当て、教学 IR 活動に基づく PDCA サイクルによる改善を図

ったことについての報告を行う。 
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①
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
実
施
の
た
め
の
注
意
事
項
を
全
学
に
周
知
し
，注
意
喚
起
を
行

っ
た
。（
定
期
的
に
改
訂
）

②
教
員
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
実
施
支
援
の
た
め
，全
学
教
育
・学
生
支
援
機
構
内
に

「
E
d
T
e
ch
サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
授
業
実
施
支
援
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
，相
談
受
付
，

講
習
会
実
施
な
ど
，オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
実
施
支
援
を
行
っ
た
。

③
各
授
業
担
当
教
員
が
改
善
に
取
り
組
ん
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
急
速
な
拡
大
に
よ
り

【
学
生
】

良
い
点
：場
所
や
時
間
の
制
約
が
な
く
時
間
を
有
効
活
用
で
き
た
。

音
声
や
動
画
を
ア
ッ
プ
し
た
形
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
授
業
に
関
し
て
は
，

繰
り
返
し
復
習
で
き
て
理
解
度
が
高
ま
っ
た
。

悪
い
点
：課
題
が
多
い
。資
料
が
わ
か
り
づ
ら
い
。フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
な
い
。

特
に
，オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
１
（
M
o
od
le
等
へ
の
資
料
等
の
掲
載
）
へ
の
不
満
が
多
く
，満
足
度
も

3
0
％
以
上
が
不
満
を
感
じ
て
い
る
結
果
と
な
っ
た
。

【
教
員
】

良
い
点
：新
た
な
技
術
を
マ
ス
タ
ー
し
た
た
め
今
後
の
教
育
活
動
に
活
か
せ
る
。学
生
の
レ
ポ
ー

ト
や
質
問
の
質
が
上
が
っ
た
。7
5
％
の
教
員
が
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
継
続
し
た
い
・一
部
継
続

し
た
い
。」
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

悪
い
点
：授
業
準
備
に
時
間
が
か
か
る
。学
生
の
反
応
が
把
握
し
に
く
い
。大
学
か
ら
の
サ
ポ
ー

ト
が
な
い
。

令
和
２
年
度
は

計
画
・検
討
の

余
地
な
く

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
実
施

改
善
取
り
組
み
を
実
施

２
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
，

改
善
取
り
組
み
の
結
果
検
証

第
１
,２
学
期
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
岡
山
大
学
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
評
価
結
果

を
踏
ま
え
た
今
後
の
展
望
と
課
題

【
目
的
】

令
和
２
年
度
は
，新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
，半
ば
強
制
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。こ
れ
を
受
け
，令
和
2
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

に
焦
点
を
当
て
，教
学
IR
活
動
に
基
づ
く
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
改
善
を
図
っ
た
。検
証
に
お
け
る
改
善
点
な
ど
を
含
め
，こ
れ
ら
の
一
連
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
を
行
う
。（
本

発
表
は
，I
R
/I
E
室
の
活
動
の
一
貫
と
し
て
令
和
3
年
3
月
2
3
日
大
学
経
営
戦
略
会
議
で
発
表
し
た
内
容
に
基
づ
き
，本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
趣
旨
に
合
わ
せ
て
改
訂
し
た
も
の
。）

第
１
学
期
：全
面
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

第
２
学
期
：オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
中
心
に
実
施
。授
業
形
態

等
に
鑑
み
，対
面
授
業
も
一
部
実
施
可

宮
本
千
代
・
白
神
京
香
・
飯
塚
誠
也
・
籠
谷
裕
人
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こ
れ
ま
で
も
，I
C
T
を
活
用
し
た
教
育
の
可
能
性
は
認
識
さ
れ
て
は
い
た
が
，浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
。今
回
，期
せ
ず
し
て
ほ
ぼ
全
て
の
教
員
が
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
，I
C
T
を
活
用
し
た
教
育
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
が
一
気
に
下
が
っ
た
と
言
え
る
。

こ
の
機
を
逃
さ
ず
，コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
得
ら
れ
た
新
た
な
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
，よ
り
効
果
的
な
教
育
を
行
う
と
と
も
に
，効
率
化

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
は
必
須
で
あ
る
。

一
方
で
，ま
だ
改
善
が
必
要
な
部
分
も
多
い
こ
と
か
ら
，引
き
続
き
改
善
を
促
す
と
と
も
に
，教
育
効
果
を
考
慮
せ
ず
効
率
化
の
み
を
重
視
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
開
講
は
許
可
し
な
い
な
ど
の
対
策
も
必
要
。

改
善
取
り
組
み
の
結
果
検
証
（
2
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
・1
回
目
と
の
比
較
）

そ
し
て
次
の
「
P
la
n
」
へ
・・
・
今
後
の
展
望
と
課
題

【
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
全
般
に
つ
い
て
，第
１
・２
学
期
と
比
較
し
て
，

第
３
・４
学
期
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
？
】

【
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
全
体
的
な
満
足
度
】

【
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
１
（
M
o
o
d
le
等
へ
の
資
料
等
の
掲
載
）
の
満
足
度
】

今
後
は
，オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
ル
ー
ル
等
策
定
，オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
改
善
の
取
り
組
み
，

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
実
施
支
援
な
ど
，教
職
協
働
で
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

【
検
証
に
お
け
る
改
善
点
】

結
果
検
証
で
は
，一
定
の
改
善
が
認
め
ら
れ
る
が
，

ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
の
立
て
方
や
，分
析
方
法
な
ど
に
お
い
て
改
善

す
る
べ
き
点
も
多
い
。

〇
「
満
足
」
と
回
答
し
た
学
生
は
ど
う
い
う
理
由
か
ら
な
の
か

〇
大
部
分
の
「
変
化
な
し
」
と
回
答
し
た
学
生
は
，よ
く
て
変
化
が

な
い
の
か
，悪
く
て
変
化
が
な
い
の
か

〇
学
年
ご
と
に
集
計
し
分
析
す
る
な
ど
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・ポスター発表の参加方法について 

９組の本学教職員・大学院生の皆さんが，教育のグッドプラクティスをポスターにま

とめてくださいました。画面下のブレイクアウトルームのボタンを押して，お好きな

ポスター発表をご自由にご覧ください。発表者が待機していますので，コメント等な

どございましたら，画面下部「リアクション」ボタンより，「手を挙げる」ボタンを押

して挙手してください。発話される際は，マイク機能がオンになっていることを確認

して下さい。各発表とも概ね 15 分おきに新規の入室者むけに説明をさせていただくこ

とになります 

 

〇各ブレイクアウトルームごとに，以下の時間を目安に新規入室者向けの説明を行い

ます。 

 1 回目 9：35 

 2 回目 9：50 

 3 回目 10：05 

 

・Zoom について 

・「手を挙げる」機能について 

1 画面下のツールバーにカーソルを移動する 

2 一覧から「リアクション」をクリック 

3 上側に表示された画面の下部から「手を挙げる」ボタンをクリック（Mac の場合

は中央にポップアップ表示） 

「手を挙げる」をクリックすると，主催者側の Zoom 画面に通知が届きます。 

クリック後はボタンの文字が「手を降ろす」に切り替わるので，必要に応じて操

作してください。 

 

 

・ブレイクアウトルームの利用について 

1 画面下のツールバーにカーソルを移動する 

2 一覧から「ブレイクアウトルーム」をクリック 

3「ブレイクアウトルームを選択」をクリック 

 

 

4 上側に表示された画面から入室を希望する箇所の「参加」をクリック 
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5○○○に参加しますか？「はい」を選択 
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・プログラム２ ライトニングトーク＆パネルディスカッション 

パネルディスカッションでは、具体的な解決策を提示するというよりは、学生中心の

大学教育を実現する時に、それをチームとして行う際のヒントや、より効果的な連携

や協働を実現するための論点などを、登壇者の皆様と一緒にお話しする中で探ること

を目的としています。 

学生中心の大学教育に関して、その背景ですが、文部省高等教育局が「大学における

学生生活の充実方策について（報告）-学生の立場に立った大学づくりを目指して-」

を平成１２年６月に発表しました。この、いわゆる「廣中レポート」は、「教員中心の

大学」から「学生中心の大学」への転換を提言しています。このときは、正課外教育

の意義を捉え直す、といった文脈で受け止められましたが、昨今も、教員個々の研究

活動を背景とした講義で、何を教えたかに重点を置く教育から、授業や学生間の学び

を通して学生が何ができるようになったかという、学習者中心へのシフトが論議され

ています。これを踏まえて、ライトニングトークとパネルディスカッションを実施し

ます。 

 

〇登壇者 

・飯迫 八千代 

（ポートランド州立大学 パブリックサービス研究・実践センター（CPS） 

国際プログラムマネジャー兼ファースト・ストップ・ポートランドプログラムディ

レクター） 

・三好 智子 

（岡山大学学術研究院医歯薬学域（医）くらしき総合診療医学教育講座 准教授） 

・西田 陽介 

（岡山大学学術研究院社会文化科学学域（経済） 准教授） 

・田中 岳 

（岡山大学副学長（入試改革担当）全学教育・学生支援機構教授） 

 

〇モデレーター 

・石田 衛 

（岡山大学副理事（教学マネジメント担当）全学教育・学生支援機構教授） 

 

・アンケート 

今後の FD・SD 研修改善のため、ぜひとも下記のフォームよりアンケートにご協力を

いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=_XthnhLXbkWrH5xyw61840YT

AFO-eDJPs5lZjCdjtHtUQzBXM1Y2ME5ZTkZKNjc5UTlUWFM2RzdGQy4u 
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